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錄
利
子
說
明
の
基
礎2.

關
す
る
がH

ム
0パ
*ウ
ク
と
ク
.ヲ
ー
ク
过
の
彘
举
第
-̂
號

t
H
t
l

稱
す
在
観
牲
に
遡
&
得
る
な
^V J

ど
述
ベ
し
ょ
h
し
て
、
 

彼

は

0

1
敎
授
は
生
產
力
說
を
採
れ
る
に
も
拘
ら 

，す
简
ほ「A

b
s
t

B-s
c
e

 

T
h
e
o
r
y

 

.と
し
て
知
ら
る
yt»
J
チ 

說
明
®
方
法
に
與
す
る
の
傾
向
^

6」

^
て
非
難
す
る 

.に
至
れ
ち
。
彼
は
語
を
次
：い
で
：日
く「

勿
論
彼
は
、
. 

abstinence

、を
經
濟
的
美
點
と
考
へ
若
し
く
は
其
理
由 

に
*
き
て
利
子
を
是
認
す
る
を
必
要W

考
へ
ざ
る
こ
ビ 

は
、
明
か
に
述
べ
居
る
Iな
^:̂。

：
，
，
又

生

産

物

を

.f

出
す 

資
本
の
力
が
利
子
の
基
礎
な
.る
^

S

R重

き

.
を

置

け

る
 

な
り
。
.然
る
に
彼
はabstinence

は
：新
資
本
の
創
造
に 

の
み
關
係
す
る
も
の
^
3
.て
、
全
く
動
的
現
象
な
る
を
一 

信
せ
る
旨
を
極
め
て
明
»
に
述
べ
た
ち
。.
而
し
て
彼
の
：
 

資
本
理
論
は
節
愁
な
き
靜
的
狀
態
に
關
し
て
發
1
せ

しj 

め
ら
妁
た
る
を
以
て
、.總
，て
之
等
-0
事
は
、C

l
a
r
k

敎 

«
が
、ぃ
靜
的
現
象
ビ
し
で
め
利
子
め
理
論
的
說
明
を
、

節
愁
.の
動
的
現
象
の
上
^
奪
か
レ
め
ざ
る
こ
と
を
示
す 

も
の
と
思
は
、る
へ
な
&
。
然
な
fc
生
產
物の

；，

.一
部
分
公

節
慾
ど
■
す
る
犠
牲
に
.歸
し
、
又

Giddings .

敎
授
の 

或
說
明
を
賛
成
し
て
别
用
せ
る
章
句
代
ょ
り
て
、Qa

r
k

 

敎
授
の
見
解
は
佘
於
は一.’

層
不
明
瞭
ビ
：な
れ
る
化
至
れ 

&
.
o 

G
i

CL
dB-
g
s敎
授
は
資
本
の
生
產
費
を
節
慾
の
中

 ̂

|

求
め
ん
ヒ
は
せ
.ず
"
併
し
後
0
疲
勞
せ
る
勞
働
時
間
の 

\

增
加
せ
る
惓
怠
の
中
に
：求
：め
ん
と
す
，る
が
如
く
思
は
る 

| 

M

0
其
れ
故
余
は
-
つ
の一

般
的
論
評
を
下
す
を 

以
て
滿
足
せ
んVJ

欲
す
5 

(

.

I
)

節
懲
說
は
或
前
提
に
蕋
く
も
の
に
し
て
Q
P;
丨
 

谇

敎

.授
0
、生
產
カ
說
.
'ビ
擂
着
な
か
ら
し
め
ら
る
、
を 

得
ざ
る
或
結
果
，を
導
く
も
0
な
-
^
9 

•

(

ニ)

節
慾
說
其
も©
.̂
利
子
の
意
義
の
探
究
渚
の
：
 

通
過
せざ
.る
可
ら
ざ
る
危
險
な
.る
狹
路
を

有
す
る
も
の

な
^
'
'
^

(
tx
,u-
.
J
1
3

—

w
2
0̂)
v
、
o
p
.Q.
t
. 

—
p
p
，

\

"5

し
て
彼
の
意
見
に
從
へ
ば
、Q

a
r
k

は
其
點
に
於
て
彼 

の
根
本
思
想
ビ
の
連
鎖
を
.失
へ
る
も
の
な 

兎
も
角
td
olh

m-Bawerlc

は

Q
a
r
k

の
利
子
の
生
産

カ
說
を
排
斥
せ
る
こV

は
前
述
の
如
し
フ
其
は
^

B6
-

fcr
m
-
B
a
l
r
k

がp
.
w
a
l
k
e
r

の
駁
論
^
答
べ
し
句
の
中
：

•

.
新

刊

l
»p
令 

に
殊
に
明
炉
な
り
。
即
：pw

a
l
k
e
r
:

の
非
,
は
、
彼

：

.

. 

―

―

—

の

數

多

の

原

因

の

一

に

，過

ぎ

ざ

、る

且

最

も

重

要

な

る

も

,

.

.「

無

産

階

級

獨

载

：，、J.
ソ

平

エ
 

0.
に
は
非
る
#
實
を
、
彼
の
利
手
學
說
の
唯
ー
の
旦
主
：| 

卜
刻
楚
ー 

要
夺
る
脱
因
ざ
し
て
强
ふ
る
も
の
に
し
て
ミ
莕
家
！
- I 

:
.

，、
.芝
t

匕
！ 
了

ト

、J
' 

丨 

3

V
 

\ 

K
a

ユ s
e
h
l
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Die 

Biktatur des 

Proletariats 

於
資
本
の
生
產
カ
は
羽
子
の
起
派
に
何
等
影
響
を
及
ぼ
：

„

し
.

-,
.
j..
 

‘

見
を
余
|

る
は
誤
I

。

f

 I

-'
.n

_

m

y

,

余
广
歸
す
.
V
Iは
資
本
の
生
産
力
を
其
れ
自
身
利
子
の
が

マ
ル
ク
：ス
主
義
の
最
も
正
し
き
適
用
な
る
•こ
ビ
を
主 

十
分
'*
る
原
因
泫
し」

て
認
め
ず
ど
云
ふ
こ
ビ
な
り」

S 

.張
し
、殊
に
レ
キ
モ
ン
0
著
作
が
甚
、
だ
多
く
の
紙
幅
を 

零
へ
.り
。 

-

•

:'
.マ
ル
ク
ス
言
說
引
用
^
爲
：め
に
割
い
て
居
る
事
は
、へ
旣 

3
れ
ば
、
生
產
物
を
創
造
す
る
資
本
の
力
が
利
子
の
.

に
人
の
知
る
ミ
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
獨
り「

共
產
黨
宣 

甚
礎
な
!>
-̂
確
信
せ
る
.Qa
r
k

-.
ビ
は
、
論
#
を

惹

起

す
•

言」
(
1

八

四

，八

年

)

‘
及

び

其

時

代

の

他

の

奢

作

の

み

な
 

る
«
宜
.な
&
.̂

言
は
ざ
る
.を

得

ず

.
。
.而
し
て
彼
等
の
利
ら
ず
、
興
後
殆
ど
三
十
年
を
，經
て
、
，マ
ル
ク
ス
のSturm 

子
論
#
は
被
等
の
資
本
に
關
す
る
見
解
の「

致
を
見
.ざ

und. D
i
g

時
代
は
：旣
に
迤
か
^
過
ぎ
れ
ビ
思
は
れ
る 

る
間
は
永
遠
.に
解
決
0
道

に

就

か

す

し

て

，
、

後

進

の

幾

，一

八

七
5
年
に
於
て
も
、
«
が
猶
ほ「

資
本
主
義
社
會
ビ 

多
の
.利
子
硏
究
者
を
し
て
.再
思
參
考
而
も
尙
ほ
汲
.み
て
共
產
主
義
社
會

S
の
：
間

に

は

.
"

」

ょ

り

他

べ

の

革

命

盼

，
盡
き
ざ
る
興
味
の
泉
源
ビ
し
て
殘
ら
ん
の
み
。(

完)

'

戀

形

.0
時
期
が
橫
は
る
。，
こ
れ
杧
適
應
す
名
も
の
は
又

:

、
 

一

.
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號

1

、
_
一
 
の
政
治
的
過
馨
で
、
此
期
®
國
家
は
無
産
階
級
0
 

u

<は
ブ
ラ
ン
キ
ィ」

流
0
革

命

陰

薩

社

會

產

€ 

.革
命
的
*
裁

に
外
な
ら
ざ
：る
も
：の

-̂
お
る」

：
ミ
明
記
し
全
く
相
容

.れ
ざ
る
も
の
で
、

マ
火
ク
ス
の
甘
會
進
^
學 

て
居
る
事
を
顧
れ
ぱ
、(KHtik 

des •Gpthaer.progta

.l
說
は
此
種
の
妄
想
を1

掃
す
：る
/

vj

•ど
に
依
て
、

§
g
^
.レ
工
ユ
ン
等
の
主
張
は
.決
，し
て
無
根
據
の
.立
言

會

主

義

に

•»'
た
览
«,
;
^
的̂
色
調
を
强
め
る
大
功
«
を 

i
は
見
る
こ
.ビ
が
出
來
な
い
。併
し
乍
ら
：マル
ク
ス
、エ
立
て
た
太
の
：

^
吾
々
は
%

へ
T
居
る
o
今
此
一
事
を
念 

シ
ゲ
ル
ス
が
、
其
主
要
な
る
.著
作
中
に
說
く
す
こ
ろ
を
|
願
に
置
い
て
目
前
の
.時
事
問
題
に
臨
め
ば
、
資
本
主
«, 

窺
へ
ば
.‘

r本
^
義

il
其
發
達
の
旗
點
R
對
し
て
崩
壤
一
.が
何
時
^
發
達
0
頂
點
に
到
達
ず
る
も
の
い
、
其
事
鸾 

す
る
も
.の
で
、
次
に
來
る
べ
き
社
會
組
織
の
準
備
は
資
,
を
識
別
す
る
こ
ビ
は
甚
だ
困
雛
で
あ
ら
ぅ
^
银
ょ
ル
る 

'本
主
義
'の
^

^
の
內
部
忆
於
：て
盤
：
へ
ら
れ

.る
o
約
言
す\

0
r兎
代
角
歐
洲
諸
大
國
の
中
^
あ
つ
て
ま
、
豸

い

、 

れ
ば
、資
本
主
_
の
完
成
燜
激
が
、社
會
.主
義
又
は
^
表

j

佛
等
^
比
較
し
て
、.
露
西
瓯
が
最
ん
4
頂
點
か
ら
遠
ざ 

主
義
實
現
の
前
提
要
件
で
.あ
，る
^
の
思
想
は
、
彼
等
が
.|

か
つ
て
居
る
も
の
で
あ
る
事
丈
け
は
全
.然
疑
を
介
む
餘 

常
紀
反
稷
カ
說
し
て
巳
ま
ざ
る
ば
こ
ろ
で
あ
る
。
而

しj

地

が

な

い

。
然
：る
.に
今
露
西
遛
に
於
て
1無
產
階
級
の 

で「

經
濟
部
批
評」

序
文
中
；「一

社
會
形
態
は
そ
の
桴
内
獨
裁
：

」(

或

は

反

對

者

，の

好

ん

で

'惡
評
す
る「

ボ
タ
シ
エ 

に
包
容
し
得
る1

切
の
塞
力

.
W
發
達
し
盡
さ
I

以
j

#
キ
の
獨
裁
匕
に
依
て
、
彼
の
比
較
的
幼
稚
な
る
工
業 

:

前
に
滅
.ぶ
.る
事
な
ぐ
、
新
じ
ぎ
ょ
b
高
度
の
生
^
關

係

：ー
气
彼
の
#
僻
、
陋
結
、
紐
織
の
^
度
®
き
露
l
lg
の 

は
：、
そ
の
物
的
生
存
條
件
が
舊
社
#
の
胎
內
に
於
て
完..

勞
働
者
^
農
民
ミ
^
以
て
し
.て
ラ
背
し
一
擧
に
共
*.
主

.代

.る
こ
ビ
な
し

」

^
の
一
節
は
、最
節
潔
に
此
思
想
を
表
社
會
進
化
論

’は
甚

だ

偕

値

の

：小

な

：る

も

の

V
J1?
次
な
プ 

W
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
思
想
は
政
權
略
取
に
依
て
一
れ
ば
な
ら
ぬ

6
其
處
で
人
は
：
マ
ル
■ク
シ
ズ

A
に
次
t
也 

擧
に
現
在
社
會
組
織
を
變
革
せ
ん
ど
す
る
、

> 
ブ
フ
S

の
如
.き

ニ

の

相

容

れ

ざ

る

も

の

が

含

ま

れ

て

居

M
ど
^
：

つ
'て
マ
ゲ
タ
ス
の
矛
盾
を
指
摘
す
石
^

1
或
はrT

者

®
: 

中

の

何

れ

.か

を

取

り

他
を
ゝ
棄
て
、
、

マ

.ル
ク
.シ
ズ
.ム
0 

精
髓
の
其
處
に
存
す
る
k

s
を
論
證
す
る
か
、.
何
れ
か 

I

途
R
出
で
■な
く
て
は
«
る
ま
：い
>
思
は
れ
る
。
今 

玆
に
紹
介
す
る
デ
ィ
ル
0
新
著
は
，
此
問
題
の
解
答
に 

光
り
?:
投
す
る
も
の
で
あ
る
：。
本
書
は
も
S
フ
ぇ
ィ
ブ
.‘ 

ル
，グ
火
學
々
提
交
代
式
に
於
け
る
.講
演
に
胚
胎
し
、
そ 

れ
を
大
に
撕
張
し
た
も
の
で
：、

「

：ボ
ル
シ
：
ェ#
ズ

A
茗

無 

:產

階

級

獨

裁

」
「

マ
ル
ク
：
シ

ズ

へ

ム

奴

無

齑

階

級

獨

裁

に

對 

す

る

態

度

」
「

獨

逸

社

會

民

主

々
，
義

諸

黨

の

無

鹿

階

級

獨 

裁
及
び
ソ
#
ェ
ト
制
度
に
^
す
る
態
度
|_「

f*
y
デ
カ
タ 

メ
ト
双
び
«
政
府
主
義
の
無
產
階
級
獨
裁
並
に
ソ
#

ェ 

ト

制

度

間

題

に

對

す

る

態

度

」
「

無

逄

階

級

獨

裁e
第

三 

ィ
ン
タ
.ァ
ナ
シ
ョ
ナA

創

立」
「

無

產

階

級

獨

裁

及

び

ン 

.
#
-ト
制
度
の
實
行y

關
す
る
批
評
的
結
論」

の4

ハ
章
_ 

ゼ
內
容
艺
し
て
居
る
が
\
評
潘
の
最
も
興
味
を
酿
じ
た

.の
は
.、-
•そ
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
せ
ボ

y

シ
エ
#
ズ
ム
ビ
の

關
係
を
.論
じ
た
諸
節
で
あ
る
。"：

.

,著
者
0)

見
る
ど
こ
ろ
に
從
へ
ば
、
|
ボ
タ
シ
エ
弈
キ
が 

患
張
し
て
居
る
や
ぅ
な
無
產
者
獨
裁
亦
^
ト
制
度 

第
屮m

卷
へ

(

5

1

四
七
.

)

,:
新

观

龆

吩

,.

ビ
は
決
し
て
純
粹
の
.マ
.ル
ク
シ
ズ
ム
ッ
ミ
何
等
の
關
係
の
：
 

な
い
も
の
で
あ
る
o
r
v ニ- 
ニ
ン
、
ト
ロ
ッ
キ
ィ
、ブ
ヒ
ヤ

ン
：其
他
、
ボ
ル
.
Vユ
#
ズ
ネ
の
首
領
等
は
、屢
々
自

ら
 

.

ャ
ル
ク
ス
主
義
の
要
求
を
執
行
す
る
者
R
外
な
ら
ざ
る
- 

へ
 
一
事
を
カ
胄
し
て
居
る
が
、
を
れ
ば
：

g
|
|

で
あ
る
。彼
等
ゆ 

マ
ル
ク
ス
の
述
作
か
ら
、
或
る
外
面
的
の
モ
ッ
ト
ォ
€

\

要
求
ど
'を
取
つ
て
自
家
の
も
の
ミ
な
し
た
が
、
そ
れ
に
、 

マ
.グ
ク

ス

主

義

の

；眞

意

義

ど

は

'.決

し

で

一

致

し

な

い

や 

|

ラ
5
解
釋
を
下
し
た
0^
1?
あ
る
.。
就
中
マ
ル
，ク
ス
學
說 

の
根
本
を
な
す
進
化
思
想
を
全
然
否
認
す
る
點
於 

て
、
ニ
者
の
反
對
が
■決

定

，
的

：

■に
a
は

れ

て

，居

る

。
無

産

者 

の
獨
裁
ぬ
ソ
#
ユ
^
制
度
ビ
に
侬
て
、

ー
擊
を
以
て
政 

治
的
並
に
經
濟
的
注
活
を
全
然
改
造
し
ょ
5
ビ
す
る
事 

.ニ
校
依
て

"彼
等
は
，，.

マ.

ル

ク

ス

が

常

：に

反

掇

言

明

し

：た

、
勞 

働
者
階
級
^
支
配
權
獲
得
は
、
プ
ロ

V .
タ
ブ
ャ
の
高
度 

な
る
精
神
的
經
濟
的
政
治
的
成
熟
を
俊
つ
て
始
め
て
行 

は

れ

得

る

：と

の

警

戒

訓

言

を

無

視

し

て

：居

る

。

此

零

配 

權
が
獲
猾
せ
.ら
れ
た
揚
合
に
も
、
鬼
化
角
無
產
者
飆
裁 

S
云
ふ
事
が
あ
‘

2
し
て
.も

、
：
そ

れ

は

た

》

短

期

間0 

例
外
狀
態
に
關
す
る
こ
^
で
ぅ
而
か
も
其
場
合
に
が
士

笫
九
號 

ー
2
五



第
十
I

 

S

S

八)

' 

新
I

介

切

0
事

は

'、デ

モ

ク

ラ

シ

，ィ

ー

の

諸

形

態

に
於
て
動
か
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
.ボ
椒
シ
ヱ
并
キ
の
戰
略 

と

政

策

ど

は

、

旣

に

ア

？

ス
.
が

共

產

黨

宣

言

に

於

て

) 

.否
聽
す
る
せ
こ
ろ
の
.
'ラ̂
ン
キ
ィ
流
の
滩
動
方
法
ど
， 

革
命
的
暴
力
.行
爲
に
侬
.て
、、
突

然j

新
社
會
.を
造
り
出 

し
得V

の
妄
想
へ
の
復
歸
を
意
味
す
る
。
彼
等
は 

>
,ブ
.I 

フV
J

フ
ー
フ
ン
キ
に
復
歸
し
、
而
し
て
典
特
有
な
る
露
®

. 

ip
?
色
彩
に
於
で
、
ハ
ク
ウ

二
ン
ビ
へ
ル
ツ
工

ン
e
を
指

す
も
の
で
あ
を
云
々」

(

00
.
00
3)
ノ
マ
.ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ

ル
：ス
の
見
解
^

從
：へ
ば
、
經
濟
生
活
上
に
於
け
る
.
生

產
' 

力
が
、
技
術
の
：進
步
に
:6

て
人
間
の
意
欲
ビ
は
無
勝
系 

に
發
遂
し
、
其
結
果
ど
I

て
必
然
的
に
新
し
い
社
&
が 

,

成
立
す
^

.
。斯
く
し
て
機
械
的
技
術
に
基
づ
く
大
工
歎
、 

私
有
财
產
を
基
礎
ど
す
る
資
本
的
舊
社
會
は
、
宛

か

も
' 

绝
產
力
.の
技
#

的
發
達
の
靡
め
に
、
奴
«
制
度
及
び
封\ 

建
制
度
が
破
裂
さ
せ
-̂

れ
た
ビ
同
じ
.
や
ぅ
に
崩
壤
す
、
 

る

.0

資
本
的
社
會
は
私
有
渚
が
、
生
產
カ
發
達
の
或
階 

級
：に
於
て
、：最
早
此
互
大
な
る
力
を
指
導
制
御
す
る
事 

力
出
來
な
<

な
る
' 0

で
其
#-
在
を
失
ふ
の
で
あ
る
。
» 

然
的
に
生
す
る
、
よ
：&

高

等

な

る

、
.
.
，
即

ち

生

產

が

全

人

第

九

麴

|
三
六

民
_
體
に
ょ
つ
て
指
導
せ
ら
る
>
社
會
形
態
は
、
生
產 

力
が
舊
法
制
と
衝
突
す
る
程
度
に
*
達
す
れ
ば
、
是
非 

共
來
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち「

革
命
，，

J3
&:
: 

す

進

化

^
ょ
つ
て
新
社
會
は
»
ら
^
れ

る

0此
S
匕 

的
社
會
獅
i
、
.革
命
的
戰
略
e
は
相
結
合
し
得
な
い
事 

は
なs

。
'併
し
乍
ら「

革
命
的
行
爲
は
新
社
會
_
設
：の 

豫
備
條
件
が
存
在
ず
る
,̂
:

. 

&に
の
み
意
味
ビ
效
.果
ど
を 

有
す
る」

の
で
あ
る
。
即
ち「

一

般
に
革
命
を
し
て
成 

功
の
.見
込
•め
ら
し
め
る
：第
一
の
最
»
.耍
な
る
根
本
i

 ̂

は
、
マ
ル
ク
ス
に
從
.へ
ば
、I.

層
獲
结
な
る
ょ
，̂
高
き
% 

會
®
度
を
以
て
之
に
代
&
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
揭
度 

.に
發
達
し
た
資
本
主
義
形
滕
で
あ
る
0」

即
ち
マ
ル
ク
ス

に
從
ヘ

ば
、
此
變
革
は
先
づ
英
嘉
講
西

f

の
如

き
諸
國
に
於
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
、
決
し
て
農
民
パ 

人
口
の
大
部
分
を
占
め
、
資
本
主
義
即
ち
エ
、業
の
發
達 

は
、
總
に
其
發
龆
に
あ
る
露
西

^

の
如
&
國
に
於
で
企 

て
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
成
程
マ
ル
ク
ス

.

は
共
產 

黨
宣
言

.

^

於

て

革

命

的

タ

ク

チ

.

.
ク

に

重

き

を

措

い

て

居
 

る
P

:

併
し
乍
ら
此
時
代
は

.

マ
ル
ク
ス
法
涯
の

.

第」

期
の 

特

徵

た

る

.
、

革

命

的

精

神

橫

溢

，
の

.

時

代

で

：

あ

つ

W

時
に
、r

八
四
七
I
八
年
に
は
：一
般
.に
：大
革
命
の
破
裂 

が
豫
期
せ
ら
れ
て
居
つ
た
o
加
ふ
る
に

當
時
重
な
る

文 

明
國
に
於
て
は
普
通
選
舉
權
は
朱
だ
獲
得
甘
ら
れ
て
居 

な
か
つ
た
の
$
、斯
る
形
勢
に
於
て
は
、議
會
運
動
な
る 

適
法
な
る
方
法
に
依
て
、
勞
働
者
が
政
*
を
取
得
す
る 

こVJ

は
金
然
不
可
能
で
ぁ
つ
た
事
を
考
へ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
？
然
る
^1

八
五
〇
、六
〇
，七
〇
年
代
に
於
て
マ 

ル
ク
.，ス
：の
忠
想
の
進
步
<
其
閱
し
得
ぬ
る
經
驗
、
殊
：

4 

:

憲
章
黨
運
動
二
月
茧
命S

D
M
r
v

ン
ミ
ユ
ゥ
ン
.の
經
過 

は
、
漸
く
彼
を
し
て
其
經
濟
的
進
化
論
な
る
根
本
见
想 

紀
霜
を
措
い
て
ヽ
革
命
的
暴
カ
行
爲
に
對
し
疑
を
抱
く 

事
を
漸
く
多
か
ら
し
め
る
^
至
つ
た
の
で
ぁ
る
。(S357 

3
6
)

即
ち
デ
ィ
ル
は
、
.

一

八

七

ニ

年

出

版

「

共

產

，黨

宣

言

」

 

の
新
版
の
序
文
^
於
て
、
マ
〃
ク
ス
、
エ
ン
グ
ル
ス
が
、、
 

革
命
的
タ
ク
チ
ク
の
旣
に
時
勢
^
遲
れ
た
る
事
を
言
明 

し
た
b

e指
摘
し
.(S. 

4
0

)

51
に「

奇
襲
の
時
代
、即
ち 

無
自
覺
の
民
衆
の
先
頭
に
立
つ
> 
少
數
者
に
依
て
遂
行 

せ
ら
る
、
革
命
の
時
代
は
旣
に
過
ぎ
た
。
:
:
拉
丁
諸 

國
に
於
て
も
人
は
漸
く
、
舊
戰
略
の
漸
次
に
改
め
ら
れ 

ね

，ば

な

ら

ぬ

事

を

悟

：つ

て

居

る

。

'宣

傳
S
議

會

活

動̂

第
十
五
猞.C

1

三
四
九

)

.
：
'
新刊
紹介
，

の
徐
\々

-/
2
る
f±
事
が
、：
此
處
，■で
.b

黨
仍
第)

の
.任
務
，
>
>
. 

認
め
ら
れ
て
居
る
。
此
‘の(
黨
0)

成
長
を
間
斷
な
く
持 

續
せ
し
め
、
遂
に
現
在
の
^
^
府
形
態
以
上
に
成
畏
す
る 

に
至
ら
し
め
る
事
、
こ
^
が
吾
人
の
主
な
る
任
務
で
あ 

ノ
る
。
而
し
て
»
畠
に
於
け
る
社
會
的
戰
圓
カ
の
絕
え
ざ 

:

る
膨
脹
を
.一.

時
阻
害
し
、
或
は
暫
ら
く
は
退
步
を
も
な 

一
3
し
め
得
べ
き
手
段
は
僅
か
に
一
つ
あ
る
。
取
隊W
の 

^
大
規
模
な
る
衝
突
が
そ
れ
で
あ
る
：
：
吾
々
、「

:¥
:

*

* 

義

者」「

革

命

家」

た
る
，
吾

々

は

、
不

法

手

段

及

び

革

命

ょ 

K
Vも
適
法
手
段
を
％
る
#
八
ロ
に
於
て
ょ

爿

ょ

ぐ

®
®
す 

る」

ハMa
r
x
,
Q
b
e
r

 die Klassenk

plmfe in Frankre

o-h

1
00
9
5
, 

v
o
r
r
e
d
e
)

ビ
云
ふ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
句
等
を
引
用 

す
る
の
で
あ
る
。(s.:

k
^
-
o
i
m

)

然
ら
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
明
言
し
て
居
る
無
飯
者
獨
裁
：
 

の
說
に■

對
し
て
"
デ
ィ
ル
は
何
、ヒ
云
ふ
'か
ビ
云
ふ
に
、 

彼
は
此
要
求
を
餘
.程
輕
く
見
て
居
る
。
第

'

I

に
無
産
者 

獨
裁
な
る
言
葉
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
全
著
作 

.を
通
じ
て
僅
^
五
六
ヶ
所
に
し
か
用
ゐ
ら
れ
て
房
な

- 

い
。
 

而
が
も
そ
れ
が
多
く
は
書
笳
か
小
論
說
に
於
て
用 

ぬ
&
れ
て
居
る
の
で
、
彼
等
の
主
要
著
作
に
於
て
V
は

笫
九
號 

一
H
モ



第

十

五

餘(

ー
三
'五
0)

浙
列
湖
介 

第
t
號

ー

ヨ

」

«
ぃ
>
而
し
て
そ
の
生
產
潘

»
裁

^
、
.決
し
て
ボ

.ル
、\

想

S

M則
的
に
違
ふ

^
こ
ろ
'は
、

マ
ル
タ
ス
の
場
へ
"
に

H
#
キ
の
解
す
:2
>
如
く
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
原
.則
ビ
相 

對
立
す
：る
も
の
ビ
し
て
は
說
か
れ
て
居
な
い(S. 

44) 

ぞ
云
ふ
の
で
あ
る
'
,
:
本
文
の
始
め
.に
引
用
し
が

ゴ
ォ
タ 

綱
領
批
評
の
一
節
の
如
き
は
、

マ
ル
'ク
ス
が
そ
れ
に
依 

て
何
を
去
は
ぅ
ビ
し
た
か
を
見
る
に
、
.彼
は
ラ
ツ
サ
ァ 

ル
の
國
家
社
會
主
義
思
想
^
皮
對
し
て
、「

國
家」

は
常 

.に

當

時

行

は

.る

 
'>階
溆
關
係
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る 

か
ら
、
.社
會
主
_

k
到
達
す
.る
爲
め
に
は
、
完
全
な
る
國 

家
改
造
が
行
は
れ
な
け
れ
’ば
な
ら
ぬ
。;
而
し
て
民
主
的 

共
和
國
に
於
て
も
、
變
化
せ
る
經
濟
關
係
に
適
應
し
て 

政
治
的
改
造
が
遂
行
せ
ら
れ
.る
爲
め
^
は

.、

政

治

上

の
 

過
渡
期
が
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
主
張
し
た
の
で
あ 

る
。
而
し
て
、
'此
の
過
渡
期
の
爲
め
に
無
産
者
*
裁
を 

©
求
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
此
無
逄
者
獨
裁
は
原 

:f
l
i
l-h
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
ヒ
相
.反
す

.る

政

府

形

態

で

は

な

く 

て
、
.短
い
.1

時
的
例
外
狀
態
に
外
な
ら
ぬ
。
決
し
て
ダ 

ル
シ
み
#
キ
の
考
へ
る
や
ぅ
な
、
■
代
幾

十
年
繼
續
す 

ベ
き
も
の
で
ば
な
い
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
.マ 

e
夂
ス
.の
所
.謂
無
產
者
_獨
裁
が：、

：

ボ
.
.ぞ.シ
チ
f

の
磁

は
、
そ
れ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ
が
支
配
襬
を
失
つ
た
艇 

.
成
の
事
實
を
瑰
は
す
に
過
.ぎ
ぬ
も
の
で
、
決
し
て
ブ
ル 

ジ
ョ
ソ
ジ
ィ
を
強
制
的
に
倒
す
手
段
た
る
ベ
i

の
t t 

は
な
い
と
云
ふ
猶
に
在
る
0蕺
し
唯
物
史
觀
に
從
へ
ば
、

\

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
は
、

一
の
統一

的
：無
産
者
階
級
が
必 

\

要
«
る
雜
*
的
.權
カ
を
旣
に
掌
提
し
、
他
方
に
於
て
ブ 

ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
階
級
が
高
度
に
發
達
せ
る
生
產
カ
を
最 

早
制
御
す
る
こ
ど
能
は
ざ
る
に
至
つ
て
，
始
め
て
支
配 

|

權
を
失
ふ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。(S. 

4̂
-6)

マ
ル
ク
ス
、エ
ン
グ
ル
ス
の
意
見

^

從
へ
ば
、
無
.產
者 

■'

獨
裁
は
反
デ
モ
ク
ラ
チ

.

ツ
ク
の
意
味
で
な
ぐ
、
デ
モ
ク 

|

チ
义
ク
.
の
政
體
の
枠
內
に
於
て
行
は
る

ベ
き
も
の
で
あ 

る

ビ

云

ふ

に

關

し

"

猶

ほ

何

等

か

の

疑

が

存

す

る

な

ら 

\

ば
ど
云
つ
て
、
デ
ィ
ル
は
一
八
九
一
年
獨
逸
社
會
民
主 

，
.
黨

綱

領

案

に

對

す

る

工

ン

ゲ

ル

.

.ス
の
批
評
の

I

節
を
引 

用
す
る
。
，そ
れ

^

は
■「

苦
し
何
物
か

V

確
實

.

で
あ
る
ミ

.
 

す
、1

な

ら

ば

、
そ
れ
は
：霞

並

：に

勞

働

者

.

階
級
は
：、

k

主 

的

敗

和

國0

形
の
下
に
於
て

.

の
.

み
文
酤
權
を
掌
握
し
得「 

る
ぞ
の

.

」

.

事
で
あ
名
‘

。
洳
之
そ
れ
が
、
a

蘭
西
大
拿
命

''

が
.旣
U
示
し
六
る
.如
く
I、
無
產
者
猶
裁
の
爲
め
の
特
有 

な
る
形
態
で
あ
る」

云
は
れ
て
■居
る
の
で
あ
る
。

(S, 46-7)

以
上
は
。ホ
.ル
ツ
エ
、并ズ
ム
ビ
グ
ル
ク
シ
ズ
ム
ビ
の
關 

'係
で
，あ
る
が
、
さ
て
マ
ル
ク
ス
，思
想
，の
正
し
き
解
釋
で 

，あ
る
や
否
や
を
問
は
す
、
實
行
上
R
於
て
。ホ 

>
シH

#

 

ズ 

'ム
は
果
し
て
*
何
な
る
成
績
を
擧
げ
i:
居
る
か
ビ
f云 

ふ
，
に

，

デ

ィ

ル.は

.:
:「

ボ
ル
シ
-
并
キ
の
全
政
策
は
失
敗
. 

代
終
り
：
：
ボ
ル
シH

#
キ
が
露
西
蓝
の
政
治
ぐ
し
國
民 

:經
濟
ど
の
改
造
^
繫
け
た
、
殆
ざ
有
ゆ
る
大
な
る
希
望 

と
豫
.期
>
J
U果
た
.さ
れ
て
居
ら
ぬ」

(

S
.00
9)

「

外

面

的

' 

政
治
的
、純
憲
法
的
改
造
t
t事
實

上

行

は

：れ

、
且

つ

今

日

： 

ま

で

維

持

せ

ら

れ

て

居

今

が

"

經

濟

的

改

造

は

全

然

失 

敗

し
.て
、
資
本
的
舊
經
濟
制
度
へ
の
完
全
な
る
®

®

 ̂

導
い
た」

(S.

. 

9
。
) ：

せ
_
上
の
で
：あ
る
P
彼
は
農
工
業 

.上
の

生

産

力

著

し

く

減

退

し

：た

.る
事
、
政
府
が
報
酬
平 

，等

の

：原

則

を

放

棄

し

て

特

別

な

る

高

.給
を
以
て
専
門
家
，
 

'^
招
聘
す
る
の
已
む
'«
き

に

至

つ

れ

：事

、
.
大

地

主

の

手 

ょ
4
奪
は
れ
た
土
地
が
共
有
物
と
'は
な
ら
ず
し
.て
^
]3
4 

の
私
有
.地
ビ
な
つ
..た

.«
實
等
：を
擧
げ
|て

居

る

。

：
是

等

，
の 

館

十

五

卷

(

ご
1

$

3
新

刊

紹

介：
.

X

1
9 

 ̂
々
^
.A
r
-
^
s 
め

て
^
.
^
-
 ̂

v
>.

こ

ろ

で
 

い
が
、
れ

，
> デ
J
\ 

♦
か
嚴
に
出
處
疑
は
し
き
報
導
を
.避 

け
、
一
ニ
局
外
者
の
文
書
を
除
く
の
外
悉
く 

エ
ン
、 

h 
ロ
ツ
キ
ィ
其
他
勞
農
政
府
當
局
者
の
言
明
を
材
料
ビ 

しV
?

其
を
判
断
の
基
礎
ご
し
て
居
る
一
點

U
、
學
者 

當
然
の
用
意

K
云
ひ
乍
ら
？
ま
た
讀
者
の
尊
重
す
ベ
き 

と
こ
ろ
で
あ
ら
う

o

ノ

デ

イA

が
勞
農
政
府
治
下

fc
於
て
、
反
對
黨

.の
1
 

自
曲
が
無
視
せ
ら
れ
つ

>
あ
る
事
を
非

«
す

，
，
る

，
が

如
 

き

"
稍

.々
戰
場
に
.於
て
國
際
法
を
說
く
に
等
し
き
迂
遠 

へ
を
別
ビ
す
れ
ば
、
資
本主

！！

の
發
達
未
だ
幼
稚
な
る
露 

西
亜
の
如
き
主
農
國
に
於
て

>1

擧
に
社
會
主
義
を
實 

現
す

.る
の
不
可
能
な

.るV

き
事
，に
就
て
は
彼
れ
，の
所
說 

は
評
者
の
首
肯
す
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
經
濟
的
豫
備
條 

件
未
だ
備
は
ら

'ざ
る
ご
こ
る

^
於
て
、

一

擧
に
暴
力
に 

依
て
一
.新
，社
會
を
造
出
ず
こ

^
が
可
能
な
ら
ば
、
同
じ 

く
暴
カ
代
依
て一

擧
にT

時

代

前

の

制

度

(

現
在 

に
就
て
云
へ
ば
封
建
制
度)

を
復
活
せ
し
む
る

M
sが 

出
來
な
く
て
は
な
ら
ぬ

‘善
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
諸
種
の

報
導
を
綜
合
す
れ
ば

’
現

醬

髮

府

も

當

局

者

に

は

第
九
號
.

1

三
九
.



第
十
玉
#

(

1證

.ニ)

；

新
刊
紹
介

誠
實
才
能
膽
略
に
於
て
，、
舊
政
府
當
局
者
に
勝
る
も
の 

が
多
い
ビ
云
ふ
の
は
f

く
®
實
で
あ
ら
う
。
果
し
て 

然
b
と
す
れ
ば
、
レ
；ェ
テ
ン
等
が
必
要
&
む
事
を
得
ず
、
 

其
.の
最
初
に
標
校
す
る
^

^
ろ
を
修

!£
若
{
は
放
棄
；
ン，

て
、
漸
次
資
本
主
義
的
制
丧
に
復
歸
1>
':
っ 
>
あ
る
S
S 

.^
報

導

が

事

實

で

あ

っ

で

も

ぺ

而

し

て

を

れ

を

事

實

ど

) 

#
す
へ
き
理
由
は
充
分
あ
る
0
其
は
必
し
も
露
西
亜
.
\| 

の
爲
め
^
幸
と
は
云
は
れg
で
あ
ら
う
。
本
書
の
論
斷 

に
®
し
‘て
は
闽
ょ
う
異
論
を
抱
く
者
は
あ
る
べ
き
普
で.1 

■
あ
る
が
、
學
說
*的
博
渉
ど
記
述
.の
疋
確
€
は
著
者
.'平 

生

0
長
技
で
あ
る
か
も
、
此T

點
は
充
分
信
賴
す
る
こj 

名
が
出
來
る
。
而
し
て
本
*
中
に
引
用
す
る

，

も
の
以 

外
、
M

k

aつ
て
ボ
ル
シ
ェ
#
ズ
ム
を
研
究
せ
ん
ど
欲| 

す
る
^
の
の
爲
め
R
は s

e
h
l

 

u
n
d

g-ombert, 

A
u
s
g
-

一
 

e
w
f
e

 

L
e
s
e
l
k
e

 

z
u
m

 

s
l
u
m

 

der 

p
l
i
s
c
h
e
n
l

 

f
 
o

g

l 

B
d
:
X
L

 

:
:は

、
：
，
其

三

百

西

十

四

頁

化

獨

逸

，
： 

|語

'.
0
重
芩
る
：文
献
を
列
記
じ
て
居
る
。

.
本
書
は
辛
う
じ
て
百
頁
を
起
え
る
小
肝
で
、
固
ょ
b 

近

於

て

特

.に
注
目
を
要
す
る
.著

作

ど

ふ

.ベ
：き
も 

の

で

は

な

，
い

。

以

上

梢

々

長

き

に

2

9
て

之

を

紹

介

し

：

„
 

第

九

號
一
四
〇 

た
の
は
其
の
取
扱
ふ
S

」

ろ
の
問
題
の
重
®
な
る
が
爲 

め
で
あ
る
。

(

小
泉
信
三)

-

-
-

-
-

-
-
-

-
-

.
 

+,-

..

H
e
r
m
a
n

 

P
a
u
l
:

丨A
u
f
g
a
b
e

 

u
n
d

 

M
e
t
h
o
d
e

 

d
e
r

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
s
w
i
s
s
e
n
-

 

s
s
a
l
t
e
p

 

I
9
2
〇

「

言
語
^
原
國
1-prinzi.pien der,sprachgeschlchtê

の
著
者
ど
し
て
斯
界
の
權
威
^
る
パ
ク
ル
の
方
法
^
ユ

ょ
.し
僅
々
菊
版
六
十
頁
に
足
ら
ざ
る
小
.册
子
な
る
に
も

せ
ょ
、
尙
ほ
吾
人
文
化
科
學
硏
究
者
に
せ
つ
て
一
讀
の

價
値
：あ
る
も
の
S
信
す
。
勿
論
其
の
方
法
論
な
：る
や
著

者
の
專
門
れ
る
言
語
學
を
偏
®
す
る
の
傾
あ
り
ビ
.雖

も
、
又
吾
人
に
益
を
與
ぶ
る
こ
と
少
し
ど
せ
ず
。

&
.こ

以
下
其
の
大
意
を
述
べ
て
是
を
^
介
し
、
大
方
の
一
讀 

を
獎
め
ん
ビ
欲
す
o

<

ゥ

ル

は

.«
の
*
學
を
^
類
す
る
に
當
つ
て
、
自
然 

科

學

(
N
a
t
u
r
w
i
s
s
.
c

ぼft ).

な
る
語
は
唯
物
質
の
科
學 

(Wissenschaft 

v
§ der .Mkter

cs:
〕

こ
の
み 

s
-
9
、
vl> 

理
學
.の
，
如

き

精

刺

的

狀

滤

及

.
び

行

爲

を

對

象

ビ

す

る

も
-

の
は
包
含
せ
す
、(

ニ
：H)

，是
等
を 】

拈
し
で
法
則
科
學 

(Gesetlzeswissenschaft) V

 
名
付
け
、
歷
史
科
學(

G
e
s

o'
丨
 

• hichtswissenschaft)

に
對
立
せ
し
む
。
而
し
て
又
こ
ぐ 

に
®
史
的
自
然
科
學(histodschb Naturwissenschaft) 

な
る
も
の
存
し
、(

例
へ
ば
地
震
、：
噴
火
等
の
記
錄
に
基： 

:ぐ
も
0
畜
然
科
學
と
歷
史
科
學
ビ
の
中
間
^
介
在
す
0
. 

C:

l

o

£然
ら
ば
法
則
科
擧
ど
_歷
史

.科

學

ビ

は

如

何

な 

る
點
に
於
い
て
相
違
す
る
が
。
;:
:其
の
區
^
は

濃

則

科

■
 

學
が
.個
々
.の
、要
素
を
孤
立
し
、「

其

^:
性
質
に
從
つ
て
の
' 

み
a
察
す
•る
に
、
歷
史
的
研
究
は
*'
る
結
合
が
一
.定
0 

場
所
：r

定
の
時u

形
成
さ
れ
.る
こ
'ビ
を

確

立

す

る'^
向 

は
ん
ビ
す
る
點

R
あ
ヅ
。」(

1

四
賀)

是
等
の
點
に
關
す 

る
議
論
は
求
だ
リ
ジ
ヶa

ト
の
峻
嚴
な
る
に
如
か
、冗

.
 

H

R
皮
は
歷
史
科
學
及
び
法
則
科
學
を
81
察
す
る
に
當 

.つ

て

必

要

な

る

方

法

の

硏

究

、

「

例
べ
：：ば

言

語

の

硏

究

の 

如
き
を
名
付
け
て「

原
則
科
學
し(prinzipien-

乱ssensch

丨 

aft) ，

S

K
へ
>
。
是
に
就
い
て
は
尙
«
後
に
述
ぶ
る
必 

悪
あ
れ
ば
''
こ
、
に
は
省
略
す
;0
,
:
.
: 

'

'
.
.
S
人
似
®
く
.取
を
轉
じ
で
.氏
.の
人
生
觀
を
ニ
瞥
す
る
.
. 

の
要
あ
&
。
氏
^
從
へ
，
ば

人

類

の

精

神
^
肉

體

ビ

は

相.

.笫
f
at
#
. 

(

3

五
.三)

新
刊
紹
介
：

離
れ
て
存
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。
精
神
は
.肉
體
に
作
用
. 

し

、
’肉
體
は
精
舯
に
影
響
ず
。：
今
吾
人
の
行
動(

B
e
w
e
-

を
考
察
す
る
に
感
官
的
刺
激
に
基
く
反
射
運
動 

あ
^V 。

を
は
全
然
：吾
人
の
勝
手
氣
儘
に
な
ら
ざ
る
も
の 

な
.れ
ど
、
是
に
對
し
て
他
^
晋
人
の
自
由
に
な
る
も
の 

存
す
。
即
ち
吾
人
の
意
思
化
依
つ
て
肉
體
の
行
動
を
支 

配
せ
ん
ビ
す
る
も
の
に
し
て
、
そ
は
練
習(

e
n
Q
b
l
i
n
^

 

に
依
り
て
獲
得
せ
6
る
‘
も̂
の
な
り
。
然
れ
'

V 」

も
人
類 

の
行
動
に
は
觅
に
他
の
も
の
#
せ
り
。
吾
人
は
あ
る
目 

的

{:
:到
達
せ
ん
が
爲
め
^
、
其
の
手
段
た
る
道
具
を
作 

V

る

。

即

ち

人

類

ば

'
あ

る

完

金

な

る

道

具

を

作

ら

ん

が

爲 

め
に
’
自
然
的
對
象
物
に
向
つ
て
働
く
乙
ビ
が
先
づ
最 

.も
近
き
目
的
.
し̂
て
、「

道
具
の
生
產
及
び
斯
く
の
如
き 

道
具
の
補
助
に
依
つ
て
な
さ
れ
る
生
產
が

M
.
に
又
道
：
 

具
を
生
す
る
^
至
る
。」

(

一
八
頁)

此
の
意
味
^
於
い 

て

鐵

道

も

道

路

.
も

す

ベ

て

 

一.
0
道
具
に
過
ぎ
ず
。
而
し 

^.
其
の
見
地
が
深
廣
く
な
る
に
從
び
、
其
0
目
的
に 

役
立
て
ん

と

する
行
動
は
益
々
高
か
t
ざ
る
を
将
ず

o
. 

然
ら
ぱ
人
間
ミ
人
間
ビ
の
交
渉
は
如
何
。
勿
論
人
類
の 

進
化
は
是
等
め
交
瓦
作
用
を
待
づ
て
始
め
て
生
ず
る
も

第
九
號
ノ

】

四
一


